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The purpose of this study was to clarify the realities of medical protocol for children telephone consultation 
in Sapporo. The study period was two years from October 1, 2013 to September 30, 2015. The telephone 
consultation total number was 13,637 (an average of 18.7 cases/day) and 0-3 years accounted for about 40 
percent. The telephone number of the children were increased tendency, but degree of urgency was the low 
tendency. Results showed there were “fever” for the telephone consultation with a protocol for children, and 
indicated the tendency like the other areas. Moreover, it was showed that this telephone consultation 











































































やいたずら 11,731 件、札幌市以外からの入電 793
件、プロトコールが未記入である電話相談669件、
そして電話相談対象者の年齢が15歳を超える電話
相談 25,902 件とした。 
2） データ収集期間 






4-6 歳、7-9 歳、10-15 歳）と性別、電話の時季別
（気象庁による区分から春季3-5月、夏季6-8月、









2013 年 10 月から 2014 年 9 月までの一年目、2014
年 10 月から 2015 年 9 月までの二年目に分類し、
比較検討した。二群間の比較は、χ２検定を実施し



































- 3 - 
ルを使用した電話相談は 13,637 件（34.5%）であ
り、一年目は 5,592 件（32.1%）、二年目は 8,045
件（36.4%）であった（表 2）。2年間における 1日




7-9 歳は 527 件（9.4%）、10-15 歳は 503 件（9.0%）、
二年目は 0歳が 1,904 件（23.7%）、1-3 歳は 3,356
件（41.7%）、4-6 歳は 1,438 件（17.9%）、7-9 歳は
675 件（8.4%）、672 件（8.4%）であった。曜日別
の平均件数では、月-金が1,649件（一年目676件、
二年目 1,105 件）、土-日が 2,695 件（一年目 973
件、二年目 1,589 件）であった（図 2）。時季別の
電話相談件数は、一年目は夏季が1,703件（30.5%）、
冬季は 1,366 件（24.4%）であり、二年目は夏季が






































2 年間において、救急群は 7,161 件（52.5%）、非
救急群は 6,476 件（47.5%）であった。一年目、二
年目では、それぞれ救急群は 3,000 件（53.6%）、


































n =5,592 n =8,045
本人 68 （1.2） 62 （0.8）
家族 5499 （98.4） 7983 （99.2）
不明 24 （0.4） 0 （0.0）
男性 3082 （55.1） 4376 （54.4）
女性 2498 （44.7） 3666 （45.6）
不明 12 （0.2） 3 （0.04）
0歳 972 （17.4） 1904 （23.7）
1-3歳 2552 （45.6） 3356 （41.7）
4-6歳 1038 （18.6） 1438 （17.9）
7-9歳 527 （9.4） 675 （8.4）
10-15歳 503 （9.0） 672 （8.4）
月曜 718 （12.8） 1056 （13.1）
火曜 733 （13.1） 958 （11.9）
水曜 647 （11.6） 1075 （13.4）
木曜 637 （11.4） 915 （11.4）
金曜 646 （11.6） 862 （10.7）
土曜 1018 （18.2） 1376 （17.1）
日曜 1193 （21.3） 1803 （22.4）
春季 1382 （24.7） 1928 （24.0）
夏季 1703 （30.5） 2467 （30.7）
秋季 1141 （20.4） 1925 （23.9）

























































り、札幌市 18.7 件の 5.1 倍であった。大阪府の人
口は約 880 万人で、札幌市の約 195 万人と比較し




































じて 1-3 歳が最も多く、全体の 4 割以上を占めて
いた。これは、大阪府の調査結果と比較して、0
歳の電話相談がやや少ない結果であったが、3歳以








1位 発熱 1086 （21.0） 発熱 1432 （19.3） 0.764
2位 頭部・頸部外傷 670 （13.0） 頭部・頸部外傷 1033 （13.9） 0.852
3位 吐気・嘔吐 370 （7.2） 吐気・嘔吐 572 （7.7） 0.893
表3　プロトコールの使用状況
一年目，n（%） 二年目，n（%）
電話相談件数（n =5,592） 電話相談件数（n =8,045）
p  値
1位 発熱 514 （18.7） 発熱 706 （17.4） 0.786 発熱 572 （23.6） 発熱 726 （21.6） 0.744
2位 吐気・嘔吐 265 （9.6） 吐気・嘔吐 402 （9.9） 0.943 頭部・頚部外傷 406 （16.8） 頭部・頚部外傷 650 （19.3） 0.646
3位 頭部・頚部外傷 264 （9.6） 頭部・頚部外傷 383 （9.5） 0.981 耳痛 109 （4.5） 発疹 179 （5.3） －
電話相談件数（n =2,592）




電話相談件数(n =3,000） 電話相談件数（n =4,161） 電話相談件数（n =3,884）
一年目，n（%） 二年目，n（%）二年目，n（%）一年目，n（%）
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